自己相似ゆらぎの超普遍性(流体若手夏の学校2001,講義ノート) by 藤坂, 博一 & 小笠原, 健
Title自己相似ゆらぎの超普遍性(流体若手夏の学校2001,講義ノート)
Author(s)藤坂, 博一; 小笠原, 健









































































































虎t-言/otusd s , 屯tl-i/otlusds, 由t2
1







































zq(i)- (explqtG/:usds)])- rJ "u)eqtudu･ (15)
ここでPt(u)㌶exp(-S(u)i)を代入して鞍点法を用いると､
zq(糎蔦expl(-S(u)･qu)t]du⇒ 抽 )ニ -ーuinlS(u)-qu] (16)
となり､4,(q)とS(u)はルジャンドル変換で結ばれていることがわかる｡S(u)-quを最小
にするuをu(q)と書くとすると､
S′(u(q))-q, 4,(q)ニ Sー(u(q))十qu(q) (17)
が成り立つOこの第2式をqで微分すると､式(14)を用いて
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E--吉/oE(x,dx, 亡(x,-;U吉 (覧 + 語 ) 2 (32)
によって定義され､これとZ/から速度､長さ､
時間の次元を作ると
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(ln-1/ln)3 - (A )3-D (58)
なので､



















































































(a)_ll, . . 止 一 .Ll上 iL 山.
(b)L｣.｣.Lbh ._ A .. t ー J..血L .i
(C)- ｣叶i仁 一L l L 十 ｣.L .






















-3 -2.5 -2 -1.5 ･1 -0.5 0 0.5
Z
-1.5 ･1.0 ･0.5 0.0 0.5 1.0
Z









































































































































































































102 103 105 10° 0 0.5 1 1.5 2 2.5 3
q



























･5 ･4 ･3 ･2 -1
Z






























































































- 15 3 -
